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形成を検討した。分子構造と SRG 形成の相関を検討し、ガラス転移温度が高いほどより凹凸差の大きな SRG を形成
することを明らかにした。基板温度を変化させて SRG 形成を検討し、ガラス転移温度の向上が SRG 形成に有利であ
ることを支持する結果を得た。また、アゾベンゼン骨格の両端に大きな置換基を有する分子では、あまり大きな凹凸
差の SRG は形成されないことを明らかにした。 
 第３章では、アゾベンゼン系低分子材料の単結晶を用いる光誘起 SRG 形成を、4-(dimethylamino)azobenzene を
用いて検討した。単結晶表面でも光誘起 SRG 形成が可能であることを明らかにするとともに、SRG 形成が光照射す
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討している。分子構造と SRG 形成能との相関を検討し、ガラス転移温度が高くなるにつれて、得られる SRG の
凹凸差が大きくなることを明らかにしている。また、アゾベンゼン骨格の両端に大きな置換基を有する分子では、
あまり大きな凹凸差の SRG は形成されないことを明らかにしている。 
３．4-(dimethylamino)azobenzene の単結晶を用いる光誘起 SRG 形成を検討し、結晶表面にも SRG を形成させるこ
とが可能であることを明らかにするとともに、SRG 形成が光照射する際の結晶の配向に大きく依存すること、
SRG 形成の書込光偏光依存性がアモルファス系とは全く異なることを明らかにしている。 
 以上のように、本論文はフォトクロミックアモルファス分子材料の反応特性を明らかにすると共に、アゾベンゼン
系低分子材料の SRG 形成能におよぼす分子構造やモルフォロジーの影響を明らかにし、有機材料化学の分野におけ
る基礎・応用の両面から重要な知見を与えている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
